





















































2005 年の 2回にわたり，本コレクションを紹介するための企画展示を実施した。 
コレクションを紹介する第 3回目の企画展示となった「楽器は語る～紀州藩主徳川治宝と君子の








































データ名 音声／動画 再生時間 内容
1/440Hz.mp3 音声 0:09 西洋音楽の国際基準音
1/430Hz.mp3 〃 0:09 現代の雅楽の基準音
1/mixing.mp3 〃 0:09 両方の音の聞き比べ
1/pm0.mp3 〃 0:30 通常の音の高さの《越殿楽》の演奏（部分）
1/p3.mp3 〃 0:30 半音３つ分高い《越殿楽》の演奏（部分）


















データ名 音声／動画 再生時間 内容
2/shogaryuteki.mp4 動画 4:26 龍笛における唱歌と楽器演奏との比較





一の楽器である。17 本ある管のうち，音が鳴るのは 15 本である。1本の管だけを鳴らして演奏する
ことを「一竹（いっちく）で奏する」といい，5～ 6本の管を同時に鳴らして演奏することを「合
竹で奏する」という。合竹（和音）は 11 種類ある。このコンテンツでは，15 の管の音を１音ずつ
聴くことができるほか，自由に音を重ねていろいろなハーモニーをつくることもできる。また，雅










データ名 音声／動画 再生時間 内容
3/T01.mp3 音声 0:14 一竹「千（せん）」の音
3/T02.mp3 〃 0:15 一竹「十（じゅう）」の音
3/T03.mp3 〃 0:12 一竹「下（げ）」の音
3/T04.mp3 〃 0:12 一竹「乙（おつ）」の音
3/T05.mp3 〃 0:13 一竹「工（く）」の音
3/T06.mp3 〃 0:13 一竹「美（び）」の音
3/T07.mp3 〃 0:12 一竹「一（いち）」の音
3/T08.mp3 〃 0:13 一竹「八（はち）」の音
3/T10.mp3 〃 0:15 一竹「言（ごん）」の音
3/T11.mp3 〃 0:16 一竹「七（しち）」の音
3/T12.mp3 〃 0:14 一竹「行（ぎょう）」の音
3/T13.mp3 〃 0:15 一竹「上（じょう）」の音
3/T14.mp3 〃 0:12 一竹「 （ぼう）」の音
3/T15.mp3 〃 0:09 一竹「乞（こつ）」の音
3/T17.mp3 〃 0:15 一竹「比（ひ）」の音
3/A01.mp3 〃 0:12 合竹「乞（こつ）」の音
3/A02.mp3 〃 0:13 合竹「一（いち）」の音
3/A03.mp3 〃 0:13 合竹「工（く）」の音
3/A04.mp3 〃 0:14 合竹「 （ぼう）」の音
3/A05.mp3 〃 0:12 合竹「乙（おつ）」の音
3/A06.mp3 〃 0:12 合竹「下（げ）」の音
3/A07.mp3 〃 0:13 合竹「十（じゅう）」の音
3/A08.mp3 〃 0:11 合竹「双調の十（そうじょうのじゅう）」の音
3/A09.mp3 〃 0:11 合竹「美（び）」の音
3/A10.mp3 〃 0:12 合竹「行（ぎょう）」の音
3/A11.mp3 〃 0:13 合竹「比（ひ）」の音
図7　コンテンツ「笙のハーモニーを聴いてみよう」   
　　　の画面（一竹の再生場面）

















データ名 音声／動画 再生時間 内容












知ることができる。（図 15 ～図 17 を参照。）
図12　コンテンツ「雅楽のリズムパターン　
                  打楽器の打ちを見てみよう」の画面
                  （動画の再生場面）
図13　コンテンツ「雅楽のリズムパターン　
            打楽器の打ち方を見てみよう」の画面
             （加拍子への変化）
図14　展示場でのコンテンツ「雅楽のリズムパターン　




コンテンツ中で使用した越殿楽の演奏は，2012 年 3 月 1 日に東京学芸大学・学芸の森ホールにて
録音を行った。演奏は雅楽演奏団体である伶楽舎（れいがくしゃ）のメンバーに依頼した。
コンテンツ「セルフミックス《越殿楽》」では，各楽器ごとの演奏音源が必要である。今回は管楽
器，絃楽器，打楽器の単位で録音を行った（図 18 ～図 20）。各楽器ごとにマイクを置き，なるべく
表5　コンテンツ「各パートの音量を自分で調整　セルフミックス《越殿楽》」
における提供データの一覧
データ名 音声／動画 再生時間 内容
5/etenraku.mp3 音声 5:35 《越殿楽》の全体演奏
5/ryuteki.mp3 〃 5:35 《越殿楽》の龍笛の演奏
5/hichiriki.mp3 〃 5:35 《越殿楽》の篳篥の演奏
5/sho.mp3 〃 5:35 《越殿楽》の笙の演奏
5/biwa.mp3 〃 5:35 《越殿楽》の琵琶の演奏
5/so.mp3 〃 5:35 《越殿楽》の箏の演奏
5/kakko.mp3 〃 5:35 《越殿楽》の鞨鼓の演奏
5/taiko.mp3 〃 5:35 《越殿楽》の太鼓の演奏






           （使い方の説明）
図17　展示場でのコンテンツ「各パートの音量を自分で調整
















































最近では，2012 年 4 月にルーブル美術館でニンテンドー 3DS を用いた展示ガイド「Audioguide 

















































る設定とすること，とした。（図 25，図 26 を参照。）









                       ネットワーク図
図25　コンテンツサーバーおよび














ると，5つのパートから 1つを選ぶメニュー画面が現れる（図 29）。各パートがそれぞれ 5つの端末
に対応する。
パート 1では，コンテンツ「比べてみよう　音の高さが変わると雰囲気も変わる？」を提供する。
表 1に示した 6つのデータへのリンクが簡単な説明とともに示されている（図 30，図 31）。リンクを
選んで音声データを再生させる（図 32）。再生が終わったら，端末の「戻る」ボタンを押して戻る。











音）による再生か，合竹（和音）による再生かを選ぶ（図 36）。一竹では，表 3に示した 15 個の単
音データへのリンクが，笙の竹の配置を表す図に対して設定されている（図 37）。合竹では，各和









           再生中の画面
           （唱歌，iOS7 の場合）
図35　動画コンテンツの
           再生中の画面














企画展示の期間中に合計 46 件の回答があった。46 件中，男性は 10 件，女性は 21 件，無回答は
15 件であった。性別と年齢層の相関を表 6に示す。10 代の女性が 9件と最も多く，全体としても
図40　動画コンテンツの
   　     再生中の画面
           （早四拍子，iOS7 の場合）
図41　動画コンテンツの
           再生中の画面











設定できた人は，男性では 5/7（約 71%），女性では 10/15（約 67%）にとどまった。スマートフォ
ンの設定ができた人はおおむねコンテンツが再生できたことが分かる。コンテンツの内容を楽しん










‒10 11‒20 21‒30 31‒40 41‒50 51‒60 61‒70 70‒ 無回答 計
男性 2 2 0 2 2 1 0 1 0 10
女性 4 9 2 3 1 0 1 0 1 21
無回答 3 4 2 1 3 2 0 0 0 15
計 9 15 4 6 6 3 1 1 1 46
表7　スマートフォンの設定・コンテンツの再生・内容評価












男性 7 3 5 2 0 5 0 2 4 0 3
女性 15 6 10 4 1 10 2 3 7 4 4
無回答 11 4 10 0 1 9 1 1 6 2 3









セスした回数の度数ならびに累積相対度数 (cumulative relative frequency)を表9に示す。ただ1回
のアクセスが全体の半分を越え，6回までのアクセスが全体の約 90％を占める。
そこで，1回だけのアクセス，2回から 6回までのアクセス，および 7回以上のアクセスについて
どのパートのコンテンツにアクセスしたかを調べた。各パートごとのアクセス数を表 10 に示す。 




No. コンテンツ数 音声／動画 アクセス数
1  6 (13.6%) 音声 772 (32.6%) 
2  2 (4.5%) 動画 206 (8.7%) 
3 26 (59.1%) 音声 675 (28.5%) 
4  1 (2.3%) 動画 239 (10.1%) 
5  9 (20.5%) 動画 478 (20.1%) 





3 68 80.6% 
4 31 84.8% 
5 18 87.3% 
6 21 90.1% 
7- 72 100.0% 
表10　各パートにおける，１回だけのアクセス，２回から６回までのアクセス，
および７回以上のアクセスにおけるアクセス数
No. 1 2‒6 7‒
1  98 (24.0%) 237 (30.8%) 437 (36.6%) 
2  58 (14.2%)  80 (10.4%)  68  (5.7%) 
3  50 (12.2%) 180 (23.4%) 448 (37.5%) 
4 113 (27.6%)  74  (9.6%)  52  (4.3%) 
5  90 (22.0%) 199 (25.8%) 190 (15.9%) 
















データ名 全体 1 2‒6 7‒
1/440Hz.mp3  196 33 85 78
1/430Hz.mp3  118 11 37 70
1/mixing.mp3 125 14 42 69
1/pm0.mp3    141 19 39 83
1/p3.mp3     118 13 23 82
1/m3.mp3      74  8 11 55
表12　パート2における各データのアクセス数
データ名 全体 1 2‒6 7‒
2/shogaryuteki.mp3   149 41 61 47 









データ名 全体 1 2‒6 7‒
3/T01.mp3 51 6 14 31
3/T02.mp3 24 0 6 18
3/T03.mp3 19 0 5 14
3/T04.mp3 29 2 1 26
3/T05.mp3 23 3 3 17
3/T06.mp3 22 2 7 13
3/T07.mp3 9  1 0 8
3/T08.mp3 19 2 1 16
3/T10.mp3 11 0 1 10
3/T11.mp3 26 3 1 22
3/T12.mp3 22 0 5 17
3/T13.mp3 10 0 1 9
3/T14.mp3 32 3 10 19
3/T15.mp3 50 7 12 31
3/T17.mp3 54 4 27 23
3/A01.mp3 98 5 41 52
3/A02.mp3 58 3 15 40
3/A03.mp3 19 1 8 10
3/A04.mp3 27 4 7 16
3/A05.mp3 10 1 0 9
3/A06.mp3 12 0 1 11
3/A07.mp3 11 1 2 8
3/A08.mp3 11 0 1 10
3/A09.mp3 8  0 2 6
3/A10.mp3 10 0 3 7















データ名 全体 1 2‒6 7‒
4/ zundoo.m p3 239 113 74 52
表15　パート4における各データのアクセス数
データ名 全体 1 2‒6 7‒
5/etenraku.mp3  161 43 75 43
5/ryuteki.mp3    78 11 38 29
5/hichiriki.mp3  38  5 13 20
5/sho.mp3        42  4 16 22
5/biwa.mp3       60 12 23 25 
5/so.mp3         32  7  8 17 
5/kakko.mp3      21  3  5 13 
5/taiko.mp3      23  2 11 10 















































（ 1）　 5 分を閾値にして塊を作ることも試みたが，同様の結果が得られた。
［ 1］　国立歴史民俗博物館（編集）：楽器は語る（企画展示図録），国立歴史民俗博物館，2012 年 7 月。
［ 2］　http://www.minpaku.ac.jp/museum/exhibition/main/digitalguide みんぱく電子ガイド，国立民族学博物館
Web サイト，2013 年 12 月掲載確認。
［ 3］　http://www.nintendo.co.jp/corporate/release/2012/120411.html　 ル ー ブ ル 美 術 館 と 任 天 堂 が 提 携
AUDIOGUIDE LOUVRE - NINTENDO 3DS を発表（ニュースリリース），任天堂，2012 年 4 月 11 日，2013 年 12
月掲載確認。
［ 4］　http://www.tnm.jp/uploads/r_press/12.pdf　国立博物館発の iPhone アプリ『e 国宝』と『法隆寺宝物館 30
分ナビ』1月 20 日（木）同時リリース（プレスリリース），東京国立博物館，2011 年 1 月 20 日，2013 年 12 月掲載確認。
［ 5］　http://www.nmwa.go.jp/jp/information/pdf/ttm_pressreleases.pdf　国立西洋美術館　常設展鑑賞ガイド　
iPhoneアプリケーション　“Touch the Museum” について，国立西洋美術館，2010年3月29日，2013年12月掲載確認。
［ 6］　鈴木卓治 : 博物館企画展示のための音声コンテンツの制作について， 画像電子学会第 11 回画像ミュージアム
研究会予稿集，pp.23‒30(2013‒3).
［ 7 ］　Takuzi Suzuki, Fumio Adachi, Yoshitsugu Manabe: Experimentation and Evaluation of a Multimedia 
Exhibition Information Service Using Visitor-owned Portable Wi-Fi Terminals Suitable for Small-scale Museums, 
ITE Transactions on Media Technology and Applications, Vol.2, No.2, pp. 256-265 (2014).
（国立歴史民俗博物館研究部）




Multimedia Content for a Special Exhibition 
“Musical Instruments Tell Stories”
SUZUKI Takuzi
This article explains the multimedia content developed for the special exhibition “Musical instru-
ments Tell Stories” held by the National Museum of Japanese History (also known as Rekihaku) in 
summer 2012. Focusing on five contents incorporated in the exhibition, this article describes what 
information it has and how it is related to the exhibition. Moreover, with regard to the experimental 
attempt at the exhibition to distribute information content to visitors’ mobile devices with Wi-Fi func-
tion such as smartphones and tablets, this article reports the tendency of the visitors who used this 
service based on the questionnaire answers from visitors and the access log to the content.
The questionnaire survey of visitors discovers the following three points: young women are par-
ticularly interested in mobile devices; there are more visitors than expected who cannot set up Wi-
Fi connection; and visitors can access the content without any problems once they can set up Wi-Fi. 
Moreover, the analysis of WWW access log turns out to be more effective for evaluation of the design 
of a user interface, such as whether or not it enables preferential access to important content, than 
evaluation of visitors’ understanding of the content.
The technology that enables visitors to use their own mobile terminal devices to view exhibition in-
formation can be useful, especially for small and mid-sized museums with relatively fewer human and 
financial resources. A challenge ahead is to develop and put to practical use a simple auto-generation 
tool for Web content, such as audio and visual guides with buttons to call up contents.
Key words: museum information service, multimedia content, Japanese court music (gagaku), Japa-
nese ancient musical instruments, visitors’ Wi-Fi mobile devices, smartphones, tablet PCs
